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株式会社おかんとの業務資本提携に関するお知らせ 
 

 

当社は、オフィス向け“ぷち社食サービス”「オフィスおかん」を運営する株式会社おかん（以下、

おかん）と、両社の BtoE（Business to Employee）事業の拡大発展のために資本提携を締結いたしまし

た。また、業務提携についての協議を開始いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

1. 業務提携の理由 

当社は安心安全な高付加価値食品をインターネットで販売することを主力事業としており、安

心・安全に関心の高い妊娠中の方や、小さなお子様をお持ちのママを中心にご利用いただいてお

ります。一方で、昨今オフィスでもヘルシーな食事を摂取したいというニーズが高まっており、

当社の安心安全や食材を生かしたヘルシーなサラダをオフィスにお届けするサービス「Ｓａｌａｄ Ｏｉ

ｓｉｘ ｆｏｒ オフィス」を 2014 年 5 月 13 日よりスタートいたしました。おかんの提供するぷち社食サ

ービスも、同様の背景を受けスタートいたしました。両社の潜在的なお客様は重なる部分もあり

ますが、商材や利用シーンなどが異なるため、連携することで、両社の事業拡大を推進できるも

のと考え、業務提携の協議に至りました。また、当社からおかんに出資することで業務提携を推

進してまいります。 

 

2. 業務資本提携の内容 

 

 両社の強みを活かし、今後下記の業務提携に向けた協議を進めてまいります。 

 

（１）商品卸 

Web・IT 系のベンチャー企業を中心に導入が進んでいる「オフィスおかん」へ、オイシックスのプライ

ベートブランド商品の野菜ジュース「Vegeel（ベジール）」などを卸します。ニーズにあわせ、飲料以

外の商品についても導入を 検討します。 

 

 （２）営業連携 

  お互いのクライアントに対して相互にサービスを紹介することで、導入先の拡大を図ります。 

 

 （３）物流連携 

  オフィスへの商品配送を連携することで、両社の配送効率を高める取り組みをします。 
 

 また、上記取り組みを推進していくため、おかんが新たに発行する株式を 588 万 2 千円分（2

株）を取得いたしました。 

 

3. 業務資本提携先の会社概要（平成 26 年 4月 1 日時点） 

 



（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

（６）

（７）

資本関係

人的関係

取引関係

関連当事者への該当状況

社食の簡易版・食事補助・福利厚生の位置づけで法人の費用負担のもと、設置型で従業員に
惣菜・オーガニック食品を提供

2,000,000円

2012年12月10日

沢木恵太 100%

当社と当該会社との間には、記載すべき資本関係はありませ
ん。また、当社の関係者及び関係会社と当該会社の関係者及
び関係会社の間には、特筆すべき資本関係はありません。

株式会社おかん

東京都渋谷区代々木2-26-1

代表取締役CEO　沢木　恵太

当社と当該会社との間には、記載すべき人的関係はありませ
ん。また、当社の関係者及び関係会社と当該会社の関係者及
び関係会社の間には、特筆すべき人的関係はありません。

当社と当該会社との間には、記載すべき人的関係はありませ
ん。また、当社の関係者及び関係会社と当該会社の関係者及
び関係会社の間には、特筆すべき人的関係はありません。

当該会社は、当社の関連当事者には該当しません。また、当
該会社の関係者及び関係会社は、当社の関連当事者には該
当しません。

（８）
上場会社と当該会社との
間 の 関 係

資 本 金

設 立 年 月 日

大 株 主 及 び 持 株 比 率

名 称

所 在 地

代 表 者 の 役 職 ・ 氏 名

事 業 内 容

 
 

4. 日程 

 

    

（１）

（２）

（３）

（４）

取 締 役 会 決 議 2014年5月28日

資 本 提 携 契 約 締 結

引 受 新 株 式 の 払 込 日

業 務 提 携 契 約 締 結 予 定 日

2014年5月28日

2014年6月3日

2014年6月末（予定）
 

 

5. 今後の見通し 

おかんとの業務提携に伴う今期の当社業績への影響は軽微であると見込んでおりますが、中長

期的に当社の業績の向上に資するものと考えております。 

 

 

 

以 上 


